
目的・背景

東広島市が実施した市民アンケートにおいて、年齢別にみると、睡眠による休養が「とれていない」と
回答した人の割合は、30・40・50歳代で高く、働く世代の課題である。そこで、東広島市Town & 
Gown構想の枠組みを活用して、広島国際大学との共同研究プロジェクトを開始した。

提案概要

世界最高水準の加速度計（特に、睡眠中の覚醒状態の検出は世界一）を用いて日常生活で
の1週間の睡眠の質、睡眠覚醒リズムを測定し、心身の健康、ライフスタイル、性格との関連を検討。
睡眠の可視化と睡眠マネジメントを実施、問題に対応した具体的な改善メニューを提案、指導。
今年度は、健康づくり推進事業所の社員を対象とした睡眠測定・分析により、心身の不調の早期
発見、早期対応、睡眠健康指導士の育成などのメニューの実施により、働く世代の健康づくりによる
事業所の健康経営の効果を高める。

今後の展望

睡眠を切り口とした心身の健康、うつ予防や日中のクオリティーを向上させることを目的としている。
睡眠の重要性への認識を高め、具体的な改善方法を獲得することで、本人のみならず、家族や組
織、地域のウエルビーイングの向上にも大きく寄与することが期待できる。
また、睡眠マネジメントは、職場のみならず、学校、地域、介護、子育て、看護とその応用範囲は
多岐にわたる。生活面では、レジャーを楽しむことの意欲向上、日中の生活の活性化、認知症予防
の取り組み、コミュニケーション意欲向上による社会性維持にも活用可能である。
さらに、睡眠環境の調整には、寝室、寝具の調整や、音楽、入浴、香り、サプリ等が活用されてい
るが、地元企業でのこれらの開発、提供は、地域の産業の活性化にもつながり、健康増進のみなら
ず、地域創生の一助にもなると期待できる。

実施主体 広島国際大学

実施場所 東広島市

活用技術 IoT、ICT

支援事業 東広島市Town & Gown構想

東広島市COMMONプロジェクト

区分 医療・介護・健康

HP掲載年月日 令和7年2月28日

「世界最高水準の加速度計を活用した睡眠マネジメント」【官学連携様式】

費用・活用補助金等

イニシャル・ランニングコスト：令和６年度2,500,000円（東広島市COMMONプロジェクト）



第３次健康増進計画
休養・こころの健康、自殺対策に
「睡眠」に関する施策推進

睡眠による休養が「とれていない」人の割合（全体23.5%）
男女ともに30歳・40歳・50歳代で高く、働く世代の課題
（男40歳代31.2％、男50歳代32.8％、女40歳代27.9％、女50歳代28.6％）

働く世代
課題解決に

向けて

睡眠の質（不満が65.1％）
男女ともに30歳・40歳・50歳代で不満が多い

睡眠による休養（R5年東広島市 こころとからだの健康づくりに関するアンケート）

睡眠の質に満足していない人は、20代女性、
男女ともに30歳・40歳・50歳代で7割を超える睡眠の量は

抑うつ症状、
仕事の
パフォーマンス
とも関連

睡眠の質（R5年東広島市）



健康福祉部
医療保健課

市民アンケートの結果、睡眠・生活リズムについて、睡眠による休養が「とれていな
い」と回答した人の割合は、男女ともに、30・40・50歳代で高く、働く世代の課題で
ある。

田中 秀樹
広島国際大学
健康科学部

睡眠改善学 教授（学部長）

睡眠測定分析による睡眠マネジメントの効果検証

（1）睡眠やメンタルヘルスの主観的評価、加速度計を用いた日常生活での1週間の睡眠の質やリズムの客観的評価
と、ライフスタイルや性格との関連を検討し、睡眠問題や性格特性に対応した、具体的な改善メニューを提案・
指導するとともに、企業の担当者への睡眠健康指導士の資格取得支援（講習等）を行い、より効果的な改善メ
ニューを研究・構築する。

（2）令和７年度から、医療保健課の新規事業として、健康づくり推進事業所の社員を対象とした睡眠測定・分析に
よる、心身の不調の早期発見、早期対応などのメニューを実施し、働く世代の健康づくりによる事業所の健康
経営の効果を高める。

３ 到達目標・方法

１ 課題

Ｒ６研究中

×

２ 概要 世界最高水準の加速度計で睡眠の質、量、リズムを測定し、心身の健康、ライフスタ
イル、性格との関連を分析。問題に対応した、具体的な改善メニューを提案、指導。睡
眠の見える化と睡眠マネジメント実施。心身不調の早期発見、対応、快眠セミナー、
睡眠相談、睡眠健康指導士の育成などのメニューの実施により、働く世代の健康づ
くりによる事業所の健康経営の効果を促進する。

×

大学

市担当課

関係機関

▲事業の流れ ▲測定分析のイメージ

株式会社ACCELStars



睡眠・リズムの見える化 

   E-ラーニング   （監修 田中） 快眠セミナー
相談・自己調整

法
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